
 

 

                          平成 30 年 1月１８日 

富士見町議会行政視察報告書 

富士見町議会 議長 五味平一 殿 

                     総務経済常任委  五味高幸 

 平成 29 年 12 月定例議会において、決議された閉会中の議員派遣の結果につ

いて、下記の通り報告致します。 

                 記 

    視察先   千葉県鋸南町（庁舎にて） 

    視察日   平成 30 年 1 月 17 日 

    視察目的  鋸南町の有害鳥獣対策の状況 

≪視察概要報告≫ 

① 鋸南町の概要 

・昭和 34 年勝山町と保田町が合併し、南房総の名山鋸山の南に位置する事から命名。 

・総面積； ４５㎢  ・人口； 約 8,000 名 

・耕作地； ６７２ｈａ （耕作放棄地 １５０ｈａ） 

（沿岸部の平地が少なく、急峻な山が多くの処で沿岸部に迫出している） 

・特産農産物； ビワ 日本スイセン  ナバナなど 

② 被害状況 

・平成１９年の 4.500 万円をピークに増減を繰り返し、26 年度は 2,000 万円に半減したが

28 年度は 3,400 万円程で、ここ数年では増加傾向にある。 

鳥獣による被害はイノシシ、サル、鹿、ハクビシンなど当町と種類的には変わらないが、例

年イノシシの被害が６～8 割に対し、28 年度から急激に鹿の被害が増加し、100 万円前後だ

ったのが 900 万円程に増加した事が要因か。 

・イノシシの被害は、電車に衝突し交通障害、稲の踏み倒し、ナバナ、稲の踏み倒しなど。 

・特産のビワも被害により、集落で生産を断念した事例も有るとの事。 

・鹿の被害は日本スイセンの食害、ハランの樹皮剝ぎなどの食害が深刻。 

③ 被害対策 

・町は鳥獣被害対策実施隊 27 名を任命し、銃器、箱罠による捕獲、被害相談などに対応。 

 有害鳥獣対策協議会（86 名）に委託し被害防止の取組、捕獲、侵入防止柵設置などの取



 

 

組を行なっている。 

 86 名は有害鳥獣駆除員として、わな猟専属員 59 名、銃猟のみ 14 名、銃・わな 13 名で

構成され駆除活動に当たっている。 

＊駆除員の高齢化が今後の課題とも捉えている。（平均年齢 64.6 歳 80 代 3 名、70 代 26

名……40 代 10 名、30 代 1 名など） 

④補助状況、補助事業 

・箱わなの補助金として、大 10,000 円/基、小 4,000 円/基、（くくりわな 2,000 円/基）。 

・報奨金は国の支援金の他町支援金として 

 サル、シカ （成獣 町 7,000 円 国 8,000 円） 

 イノシシ （成獣 町 5,000 円 国 8,000 円） など 

・国、県の鳥獣被害防止総合対策交付金を活用し、箱わなスマートセンサー、GPS マーカ

ー、センサーカメラ、デジタル簡易無線、搬出用ウインチなど支援。 

・国、県、町の補助事業として電気柵 281 か所 約 111 ㎞、金網柵等 19 か所 約 10 ㎞設

置。 

⑤ 捕獲頭数（28 年度） 

・イノシシ 842 頭 サル 115 頭 シカ 254 頭など 

⑥ 捕獲個体の処理状況 

・山間部にコルゲート管を埋設（径 100ｃｍ 長さ 300cm 程）し、埋設処理の省力化、掘

り起こしの防止をしている。又、わな捕獲時にはバッテリー利用で瞬時に苦しみ無く処理す

るアイテムを導入し、これは良質の肉の確保にも繋がっている。 （富士見町でも参考に出

来るかも） 

・処理施設は財源問題で未整備で有り、販売網の確保が困難なことと合わせ、商品化は小規

模に留まる。地元イベントなどではバーベキューなどで消費する事も多々有り、食用として

は放射線の全頭検査を実施している。 

⑦ その他 

・町にとって百害であるものを、観光資源としての活用を実施し始める。 

※逆転の発想で地域の活性化に向けた好循環の創出に取り組んでいる。 

 ○けもの道トレッキング  （定員 30 名に対し 200 名ほどの申し込み） 

 里山保全の為の有害鳥獣対策への取組、狩猟生活、生態、被害対策、わな猟の現場を学ぶ。 

 ○解体ワークショップ  （定員 20 名に対し 113 名の申し込み） 

 猟師の解体技術のレクチャーと解体実習を通して命を食べる大切さを学ぶ。 

 他、ジビエ料理ワークショップ 、被害対策ワークショップなどの企画有り。 

・これらの参加者は女性が多く、子供も少なくない状況との事。 

                                      以上                      


